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平成２９年度学校経営の重点

番
号

分掌 重点目標（評価項目） 実践項目・取組内容
自己
評価

達成状況と次年度に向けて
学校関係者

評価委員の意見

1 円滑な校務運営

①年間行事計画及び打合内容等を電子化・共有化することで内容の周知、資料の有効活用を促す。
②３つの部に渡る生徒意識、職員間の意思疎通を計るべく全校一斉行事、各部の行事内容を統一し充実させる。
③防災マニュアルブラッシュアップするとともに防災教育を充実させ、電子メディアを用いた緊急時の生徒対応を充実させる。

Ｂ

① 朝の打合については、グループウエアを用いて内容を記録し、不参加者もその
内容を確認することができた。年間行事計画は、本校HPにもアップし校外的にも閲
覧できるようにしている。今後は、さらに職員会議等の内容の電子化を進める必要
がある。
② 各部集会や始業式、終業式を始めとして殆どの行事について、１２３部で共通の
内容を一括して職員会議で提案し、内容を統一し充実させることができた。
③ 防災アドバイザーの助言、指導を受けて危機管理マニュアルをブラッシュアップ
した。その内容には本校が避難所になった場合の対応や大きな災害時における保
護者との対応法等も記載し、他の高校の同マニュアルのモデルにもなった。今後
は、J-アラート発表時の対応も記載する予定である。

2 地域、中学校等への広報活動

① オープン・ハイスクールや各中学校で実施する学校説明会を活用して本校の使命や教育活動の特色を正確に知らせ、中学校の
適切な理解を得る。
② 高校生ふるさと貢献活動等をとおして、地域や中学校に教育活動を積極的に公開し広報に努める。

Ａ

① 8月、11月上旬、11月下旬(夜間)、１月の年間4回のオープン・ハイスクールを実
施し、昨年度を超える参加者を迎え、本校の教育活動や特色ある取り組みをマス・
メディアで報道された素材も活用して参加者の理解を得ることができた。
② クリーンキャンペーンや花いっぱい運動、健康保健施設への訪問や様々なボラ
ンティア活動等について、オープン・ハイスクールや学校説明会、さらに生徒による
語り部活動等の機会に効果的に伝えることができた。

3 地域、育友会、同窓会等との連携

① 同窓会、育友会と連携した本校創立50周年記念事業実行委員会の活動を円滑かつ積極的に運営し、記念事業を成功させる。
② 育友会及び地域の方々の積極的な参加を得て、文化祭、体育祭、オープンスクール、クリーンキャンペーン等の諸行事を実施
し、交流を深める。
③ 地域の特別講師を招聘することで地域文化への理解を深めるとともに保存意識を高め、学校を地域文化の発信地とする。

Ａ

① 同窓会、育友会と連携した創立50周年記念事業実行委員会での活動により、
300人近い来賓を迎えた記念式典及び緞帳製作等の記念事業を成功させることが
できた。
② 地域の方々を迎えた体育祭や文化祭等において、育友会と連携して、円滑に行
事を進めることができた。今後はさらにクリーンキャンペーンやボランティア活動に
おいても、有効な連携を検討する。
③ 地場産業である播州織りに係る特別講師を招聘し、創立50周年記念事業とし
て、体育館ステージの緞帳を完成させることができた。完成した緞帳は、かつて播
州織に携わった方々の学校であった本校で播州織を誇りに思うシンボルとすること
ができた。

4 教育課程・教務規定

①多部制・単位制の利点を生かした教育課程の編成と運用
・社会が求める人材を育成するための教育課程の編成。
・異なる部間での授業の相互乗り入れ、弾力的な単位修得方法（高等学校卒業程度認定試験、技能審査、定通連携併修）の展開。
・生徒の多様性に対応するための、特色ある学校設定科目の設定と展開。
②効果的に運用するための教務規定の検討
・平成28年度より適用された新教務規定について、細則や申し合わせ事項等を含め、教員間での周知徹底を図る。
・多部制・単位制の利点をより生かすことができるよう、教務規定検討委員会で議論をすすめる。

A

①達成
②運用中に出てきた課題等を年間通じて検討した。今年度は定期考査についての
規定を改正し、生徒にとってより公正な運用となるようにした。また、学校の規定集
とは別に、教務規定に解説等を付けたものを教員に配布し、教務規定についての
周知を図った。次年度も継続していきたい。

5 効果的な学習指導

①計画的な授業の実施
・シラバス・年間指導計画の作成と、シラバスの一般公開（ホームページに掲載）
②学習指導の効果を高める取組
・習熟度別クラス（国・英）、少人数クラス、複数教員による指導（チーム・ティーチング）等の編成の効果的な活用。
・補習授業の計画（数・理）
・夏季休業を利用した補習（成績不良者向けの補習の実施）（進学補習・高等学校卒業程度認定試験対策補習等の進路指導部の
取り組みのサポート）
③基礎学力の向上、「学び直し」のための取組
・学校設定教科「コーピング」で学習スキルを高める「コーピング・メソッドタイム」を実施。
・独自検定の「北高検定」の実施。（学び直しの機会・基礎学力向上・学習習慣の定着）。年間延べ合格者数を前年比110％とする
（国語270人、数学270人、英語140人）
・学力向上推進委員会を通して、より効果的な「新北高検定」を検討し、来年度の実施に向けて準備をすすめる。
・「西脇北高未来塾」の実施（北高検定に向けた学習、外国籍生徒向けの日本語教育等）。年間延べ参加数100人を目標とする。
④教員の資質向上、授業力向上に向けた取組
・アクティブ・ラーニングやユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業の研究・開発。
・オープンスクール（年間２回、授業公開）を活用して教員の授業力向上を図る。

A

①達成
②達成
③北高検定の年間延べ合格者数は、５回中４回実施時点で国語125名（達成率
46％）、数学181名（同67％）、英語91名（同65％）であり、目標の達成は困難な状
況である。また、西脇北高未来塾の年間延べ参加者数は33名（達成率33％）であ
る。新北高検定については来年度より実施予定となっている。
④オープンスクールは予定通り２回実施し、特に５月実施のものは教員間見学数
が大幅に増加し、教員の授業力向上につながったと考えられる。

6 学習環境の整備

①多用な生徒に対応した学習環境
・生徒情報交換会の実施（学習・授業面での生徒情報の集約、生徒情報の共通理解を図る）
・校内の様々な取り組みの中で生徒を観察し、生徒の状況を踏まえた指導をすることで、落ち着いた環境を作り出す。
②授業外の環境
・自主学習スペースを設定し、学習環境を整備することで「自主的に学習する集団」を育成する。

B

①生徒情報交換会は６月に実施したが、後期では実施できなかった。次年度は年
間２回の実施を検討したい。
②クラス分割をしている関係で空き教室の確保が難しいのが現状だが、職員室前
廊下に自習スペースを設置したことで、自習・教員への質問・面談等で活発に利用
された。

7
基本的な生活習慣の確立と校則を遵守
する態度の育成

①授業態度やマナーを改善させるルール作りと指導の徹底
②時間の厳守、あいさつの励行を推進するためにあいさつ運動や日常の声掛けを行う

A

①本年度から実施した、スマートフォンを授業中に所持しないというルールが浸透
し、授業の受ける態度が改善された。
②朝の立ち番や、教員の巡回授業を抜けている生徒や悩みを持った生徒等に声掛
けを実施した。

8 生徒の自己有用感・達成感の育成

①ボランティア活動に１年次全員を参加させることなどで、参加する生徒を増やし質的拡充を推進する。
②日常の全員清掃を実施し、掃除のやり方を掃除監督が指導する。
③生徒会活動・部活動を通して生徒を鍛える。

B

①参加する生徒が固定化されており、ボランティアに参加できていない生徒へのア
プローチ方法を検討する必要がある。
②概ね達成できているように感じる。
③50周年記念式典の際に生徒の力が飛躍的に伸びたように感じた。

9 安全、安心な学校をつくる

①教育相談やいじめアンケートの実施（学期に１回）により、いじめの早期発見に努め、いじめが確認されたときはいじめ対策委員
会が中心となり学校全体で組織的に取り組む。
②「北高ホットスペース」を効果的に運営する。

A

①９件のいじめを認知した。９件とも年次を中心に多くの教員がかかわり解決するこ
とができた。
②達成できた。

10
インターンシップの活用・充実

①キャリア教育としてのインターンシップの達成率１００％を目指す。

Ｂ
延べ人数でインターンシップ達成率100%を達成したが、全員が正社員を目指さず、
結果的にアルバイトが11名出たことは残念であった。今後は、正社員を目指す生徒
が増えるように、さらなる情報提供と指導を充実させていきたい。

11
進路ガイダンスや企業見学会・補習等の
進路行事や進路ホームルームの充実

①インスパイア・ハイスクール事業を活用し、進路ガイダンスや企業見学会等の行事を実施する中で、生徒のキャリア教育向上を目
指す。
②進路ＨＲ計画に基づき、キャリアノートの導入を図ることで、ＨＲ活動の内容を充実させる。
③各行事の事前指導と事後指導を行うことで、行事への取り組む姿勢の向上を図る。
④夏季休業中や「総合的な学習の時間」、「キャリア学習ウィーク」を活用し、進学･就職に分けて、計画的継続的な補習を実施す
る。

Ａ

インスパイア・ハイスクール事業を活用し、進路ガイダンスや大学・企業見学会、
キャリアノートの導入、就職ガイダンス、職業体験セミナー、就職講座・進学講座、
キャリア学習講座を開催し、計画的・実践的に体験的活動を経験させることによっ
て、進路実現に対して自発的な態度を養うことが出来た。

12 ハローワークや企業との連携強化

①キャリア学習講演会にハローワーク職員を招き、講演を行う。
②JOBフェアや企業との懇談会に積極的に参加し、就職内定率１００％を達成する。 Ａ

キャリア学習講演会にハローワーク職員を招き、講演を行った。また、JOBフェアや
企業との懇談会に積極的に参加し、就職内定率１００％を達成した。

13

就職内定後の辞退ゼロや就職後の離職
率の減少を目指す

①就職内定後の辞退ゼロならびに就職後３年以内の離職率２０％以内を達成する。

Ａ

キャリア学習講演会にハローワーク職員を招き、正社員とアルバイトの違いや早期
離職のリスク等の話を伺った。また、就職講座を強化したことで、例年、就職後1年
以内の離職率が40%前後であったが、昨年度卒業生については、14%とかなり改善
された。また、本年度の就職内定後辞退もなかった。

14 保健安全管理・保健教育の充実

①全校生を対象に健康相談を実施し、身体的・精神的・社会的に健康問題を持つ生徒を正確に把握し、継続的な保健管理及び保
健指導を行う
②学校医、学校歯科医と協力し、健康診断および事後措置を適切に行う
③学校薬剤師と協力し、学校衛生検査及び事後措置を適正に行う
④キャンパスカウンセラーと協力し、教育相談の充実を図る
⑤安全点検を計画的に実施し、安全な学校環境の維持に努める
⑥生徒対象の保健講話及び教職員対象の研修（アレルギー・救急法・カウンセリングマインド）を計画的効果的に実施する

A 実施項目すべてにおいて達成できた。

15 保健安全課題に組織的に対応する

生徒の心身の健康問題について、タイムリーに情報を発信し、共通理解のもとで解決を図る

A 共通理解をしており、継続して取り組んでいる。

16 図書室の環境整備

①生徒のニーズに合った書籍を購入する。
②生徒の充実した読書活動のため、本校職員や保護者などに購入する書籍に関する意見を広く集める。
③生徒が本を探しやすいように適切に配架する。 B

①アンケートを取ったが、本の購入を希望する生徒が少なく、生徒のニーズを把握
する方法を考えることが課題となった。
③出版年が古いものや、読めそうにないほど汚い本を処分し、より図書を探しやす
い環境を整えた。

17 図書室活用・読書活動の推進

①全校あげての取り組みとして「ボードゲームデー」や「レファレンス大会」、「ビブリオバトル」を行い、生徒の図書室利用を活性化す
る。
②生徒が安心して過ごせる居場所としての役割を担う。
③生徒が読書をすることで達成感をえることができるような活動を行う。 B

①図書室活用の為、様々なイベントを図書委員中心に行った。
②「ボードゲームデー」や「ライブラリカフェ」は参加しやすいイベントの為、生徒も積
極的であるが、「ビブリオバトル」は苦手とする生徒が多い。ブックトークの機会を使
い、生徒の本への興味を引きたい。

教育方針教育目標

地域ボランティア活動をはじめとした様々な体験活動によりふるさとを愛する心を育み生徒に
自己有用感（自信と誇り）を持たせるとともに、基礎学力の定着や人間会計のスキルの習得、
ルールやマナーの遵守、モラルの構築など社会性を身につけることで、適切な勤労観、職業
観に基づく進路実現など一人ひとりの自己実現に結びつける。

変化の激しい時代の社会を生き抜き豊かな人生を送るために、自立して未来に挑戦する態度を育成し、その為に必要な「確
かな学力」「豊かなここを」「健やかな身体」を身につけさせる。

自己評価について
達成度　８０％以上　Ａ　　　６５％以上　Ｂ　　４５％以上　Ｃ
　　　　　 ３０％以上　Ｄ　　　３０％未満　Ｅ
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●地域への広報、発信活動が積極的になさ
れており、その成果として先生方、生徒、保
護者の自信や誇り、愛校心の醸成につな
がっていると確信します。
●Ａという自己評価は十分に妥当であると思
います。また、５０周年記念事業に西脇らしさ
を多く企画に盛り込み、成功裏に収められた
ことは、西脇北高に係る関係者のネットワー
クを５０周年の節目に、一層強固なるものに
されたと思います。ご苦労様でした。
●殆どの行事で、1・2・3部で共通で提案、内
容を統一できたことは評価できる。時間帯の
制約はあるが、行事はできる範囲で合同で
実施し学校としての一体感を作りだしたい。
●創立50周年記念事業は大変立派で感動
しました。（お疲れ様でした。）
●各方面への積極的な働きかけ及び関係づ
くりがなされているように思われます。西脇
北高校への理解を得るための一番の部署で
すので今後も努力を惜しまずに活動くださ
い。
●年間４回のオープンハイスクールの実施
に加え、学校の教育活動及び特色のある取
り組みに今回の創立50周年記念事業を緞帳
政策等の記念事業の成功という形で、マスメ
ディアにも取り上げられ、十二分に広報活動
ができたと思う。

●ボランティア活動に続く第２の柱として、部
活動や学習活動に力を入れておられること
は大切なことと思います。北高検定や学び
直し、資格取得など、個々のニーズに応じて
奨励いただき、自己有用感を高めていただ
ければと思います。Ａの評価は妥当であると
思います。
●教務規定の教員への周知を図ったことは
大切です。若い先生が多いのでカリキュラム
や教務規定は学校の根幹であることを是非
知っておいて頂きたい。
●本校の基本的教育指針に沿った学習指
導がなされていると思います。効果的と思っ
ても限りない事項ですので今後とも継続くだ
さい。

●いじめアンケートの定期的実施はいじめ
の抑止になると思います。迅速な対応での９
件、解決できたのは良かったです。
スマートフォンの指導は集団指導の成果だと
思います。生徒のためになることですから継
続を望みます。
●生活習慣の確立はなされていると思いま
すが、自己の達成感、有用感はそれぞれの
差があり温かくこまめに目配り、心の配慮が
必要かと思われます。
●スマートフォンを授業中に所持しないとい
うルールが浸透し授業を受ける態度が改善
されたことについて大いに評価できると思う。
授業中にスマーフォンを一切触らせないこと
は生徒達自身の授業への集中力が高まり、
結果たとえ短時間であっても学力向上を生
むと思われる。また、自宅学習においても短
時間でいいので、スマートフォンの電源を切
り集中して学習すれば、学習効果がより高
められると思うので、一度そのように指導し
てはどうか。
●ボランティア活動への１年次全員参加で
質的拡充を図ることはボランティア活動の意
味を理解することにおいて有意義であると思
う。一方で参加する生徒が固定化されるな
ど、自己有用感・達成感には個人差がかな
りあると思う。

●入学して３、４年後の進路（進学や就職）
実現の状況も発信して頂ければ、良いので
はないかと思います。保護者として、進路に
係る情報が欲しいとの意見もありましたが、
様々なガイダンスの時に発信もされていま
す。多様な進路が保障されていることを強み
として頑張って下さい。
●推薦等も使って一定数大学進学ができる
ようになるとまた、ワンステップ光風が変わっ
てくるかもしれません。
●それぞれの目標に向かい努力しているよ
うに思われます。希望に向けて努力の継続
をしてほしい。
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自己
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達成状況と次年度に向けて
学校関係者

評価委員の意見

18 生徒が自分自身を大切にする。

ボランティア活動等の体験を通じて自己有用感を養う。

Ａ
①災害現地ボランティア活動や地域ボランティア活動に積極的に参加し、自己有用
感を養った。
②来年度も継続してゆきたい。

19 生命の尊うさを実感する。

あらゆる学校生活を通じて、自他の尊厳を大切にする。

Ａ
①誰しもが障がい者になり得ることを解させ、命の大切さを訴えた。
②ＨＲ時間以外にも、教科指導・特別活動など、随時命の大切さを伝えたい。

20 人権尊重の基礎を固める

あらゆる人権課題に対して、まず「知ること」を第一義として学ぶ。

Ａ
①障がい者問題を扱い、「知らない」ことを一つ一つ「知る」ことの大切さを伝えた。
②来年度は、外国人問題を中心に、自他の人権を考えたい。

21 円滑なボランティア活動の実施
ボランティア活動の予定を職員全員で共有し、生徒にも事前に予告することで計画的に実施する。

A
①地域ボランティア活動の予定を計画的に実施することができた。また、募集用紙
もデザインを新しくし、積極的に募集することができた。

22 災害ボランティア活動への積極的参加
東日本大震災現地ボランティア活動を始め、災害被災地に対する支援を積極的に行なう。

A
①東日本大震災現地ボランティア活動と九州北部豪雨現地ボランティア活動を２回
実施し、積極的に支援を行うことができた

23 ボランティア活動における広報の充実
生徒が取り組んだボランティア活動の様子をホームページ等に掲載し、広報活動を充実させる。

B
①ボランティア活動の様子をホームページに掲載することができたが、さらに次年
度にむけて内容を工夫し、継続的に発信していく必要がある。

24 情報機器を利用した授業づくりの推進

①普通教室や特別教室でコンピュータがいつでも利用できる環境を整備する。
②情報処理室で全教科が授業展開できるようにシステム設定やソフトウェアの導入を推進する。

A
①各階にTVとPCを設置することでICTを活用することができた。
②要望のある授業では授業展開することができた。

25 タブレット端末利用の推進

①職員がタブレットの操作方法を理解する。
②タブレットを利用して授業ができるように推進する。

B
①職員にタブレットを操作する機会があまりなかった。
②要望のある授業では授業展開することができた。

26 生徒と地域の交流機会を創造する

①地域協働作業として緞帳作りを推進する。
②６月、１１月に花いっぱい運動を実施する。
③災害や地域のボランティア活動に参加する。 A

①緞帳作りにおいて地域の方々と協力して製作することができた。
②１年次生全員で、近隣の公共施設やこども園に花を配達し、こども園では園児と
交流することができた。

27 生徒と教員の交流機会を創造する

①生徒の勤務先の事業所に訪問し様子をヒアリングし、キャリア形成を支援する
②北高ホットスペースなどで声かけ運動を実施し、問題行動や生徒の孤立化を防ぐ。 A

①夏休みの期間を利用して職員が、生徒のアルバイト先やインターンシップ先に訪
問し、就業の様子を把握することができた。

28 外部機関との間に交流機会を創造する

①「自殺予防に生かせる教育プログラム」「いじめ防止プログラム」活用することや職員の研修会、生徒向けの講演会を実施する。

A
①１年次生を対象に自殺予防に生かせる教育プログラムを活用した授業を実施し
た。また、職員や保護者を対象にした、自殺予防の研修会を実施した。

29 特別支援教育の充実

①実態把握・・・療育手帳やサポートファイルを持って入学している生徒の実態把握をする。中高連携シートや発達障害の疑い等、
気になる生徒に対しても担任や教科担当者よりリストアップしてもらい委員会で掌握する。
②支援の必要な生徒に対して、学年を中心とした職員、保健部、キャンパスカウンセラー、特別支援教育コーディネーター等の共通
理解を図るとともに、本人と保護者と連携を図り個別の支援計画を作成する。
③適宜、委員会を開き、合理的配慮等の対応を検討する。

Ａ
①、②については達成できた。③については、職員研修会を実施して具体的な対応
等、共通理解が必要な案件や現在も検討している案件がある。今後も研修会や委
員会にて共通理解を深めていく必要がある。

30
支援が必要と思われる生徒に対しての
進学・就労支援

中学時の担任や市町役所福祉課、支援相談員等との連携や必要に応じて特別支援学校のセンター的機能を活用して、ケース会議
を開き支援についての助言を得たり、専門家を招聘して、特別支援教育に関する専門性向上のための職員研修会を実施したりす
る。また、就職希望者で職業訓練等の希望者には、兵庫障害者職業センターへ行き、検査を受けその判定結果についてハロー
ワークにてケース会議を持つ。また、進学・就業時には、移行支援計画を作成する。

Ａ
個々の実態に応じて関係機関等と連携することができた。今後も継続して関係機関
等と連携や助言を得て、対象生徒が自立できるように支援していきたい。

31 環境負荷軽減の推進

①光熱水費の節約
②環境にやさしい物品の購入 Ｂ

①光熱水費の節約は電機以外は達成できた。引き続き光熱水費の節約に向けて
職員に周知します。
②環境にやさしい物品の購入も概ね達成できた。

32 校内環境も改善・美化の推進

①施設・設備の点検、修理
②樹木の剪定

Ｂ
①施設・設備の点検修理は予算範囲内で可能なものは実施できたが経費のかか
る内容に関しては執行できなかった。引き続き目標達成に向けて努力いたします。
②樹木の剪定は概ね達成できた。

33 接遇の推進

①丁寧な窓口対応
②迅速な電話対応 Ａ

①丁寧な窓口対応は概ね達成できた。
②迅速な電話対応は概ね達成できた。
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●小学校もそうですが、支援の必要な生徒
（発達障害など）への対応や支援について中
学校関係にも情報提供いただけるならば有
難いと思います。（できないということも発信
していただけたらと思います。）
中学校における進路指導においても反映さ
せていきたいと考えます。

●これまでの学校評価委員会にも出席して
おりましたが、校長先生、教頭先生はじめ先
生方や事務職員の方々の接遇や電話対応
は実に丁寧であり穏やかで誠実である印象
が強くあります。地域に信頼され、愛される
学校づくりの原点だと思います。Ａの評価が
欲しいです。
丁寧な対応ありがとうございます。

●生徒たちが自分自身を大切にしきれない
ことは、自分の夢を持ち、それに向かって燃
焼しきれないことだと思いますので、一つ一
つ自信を積み重ねていくのが近道でしょう
ね。自分を大切にできなければ、人も大切に
できませんので克服していきたいですね。
●学校評価Aに対し、職員の評価はCとなっ
ており、学校の考え方と、職員の考え方に開
きがあるのではないか。

●Ａの評価が正しいと判断します。
●全国にその名を知らしめ、自らも人生にお
ける最高の体験を経験し、必ずやこのボラン
ティア精神は西脇北校の未来に役立ち、多く
の人たちに感謝されます。大人になっても忘
れることのないように常々言葉で言い聞かせ
てください。

●緞帳作り、花の配布等、地域にとっても素
晴らしいことを組織的に実施できたことは、
生徒教員の結束の証明であったと思いま
す。


